
○事業の目的 ：本渓流では、「平成29年7月九州北部豪雨」に代表される度重なる豪雨等により、流域内では
大規模な山腹崩壊や渓流の荒廃が著しく進み、多くの土石が堆積し非常に危険な状態となって
いる。次期降水時には風倒木を含んだ土石流の発生と、土石流による本川（鶴河内川）の埋塞
による浸水被害も懸念される。下流域には人家19戸に加え、県道和田大鶴停車場線や市道など
があり、土石流の発生時には甚大な被害となることが想定される。

○保全対象 ：人家19戸、県道 和田大鶴停車場線 L=440m
市道 中崎柚木線 L=490m、市道 簗場山際線 L=30m
県道橋梁 平寒水橋 N=1基、市道橋梁 柚ノ木橋 N=1基
市道橋梁 中崎橋 N=1基

○全体事業費 ：500百万円（R2～R8）
○事業内容 ：堰堤工3基、渓流保全工3箇所、橋梁工3基
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